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· 出席者は記録者が印を付ける。

※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜全体連絡＞

・第2回法人研修　6/5（火）17：30～18：30　会場：4階メモリアルホール

テーマ：「感染防御と伝播防止」について　　講師：平賀IOO

　ビデオ研修：6/11（月）17：30～　　※各自出欠予定を登録すること。

・職員旅行（一泊旅行）について
　日程：1班･･･6/6（水）～6/7（木）、2班～6/21（木）～6/22（金）、

　　　3班･･･7/5（木）～7/6（金）

・職員旅行（子連れ、日帰り）について

詳細はまだ決定していないが、参加者の子供の人数を把握するため、一覧表へ入力すること。期限は6/9（土）なので遅れないように。青陽館の参加予定者：佐々木さん　　

・職員一泊旅行中は勤務者が少なく手薄になるので事故等のないように気をつけること。

班分けは、AOM、SGM、JGMが偏らないように振り分けているので、残っている管理者に報

告、連絡、相談し、対応すること。

・ワークフローの決済ルートに小嶋SGMが入っているか確認し、入っていない場合には小嶋SGMに報告すること。

・6/6（水）千葉学園看護学生の実習はなし。

業務分担⇒浅坂様送迎：菅原AOM　浜辺信明様ケア会議：慶長JGM

・青陽館大掃除について

　6/16（土）に実施予定となっている。小嶋SGMは10：00～12：00カウンセリングのため、午後から参加となる。

　ワックス掛けをスムーズに行うため、実施箇所のテーブルなどを出しておいたり、必要

な道具（強力クリーナー、ポリッシャーなど）を前日に借用しておくこと。

実施箇所：浴室天井、床ワックスかけ（前回未実施箇所：テレビ前、職員更衣室、ミーティングルーム等）、高圧洗浄器で網戸、床の汚れ落とし、エアロビマット

・昇格試験のため、6/13（水）勤務変更あり

　馬場:デイナイトケア遅番⇒デイケア、三國:デイケア⇒デイナイトケア遅番

・小嶋SGMの勤務変更に伴う業務変更

　小嶋SGM：6/4（月）・11（月）日勤⇒遅B勤務　リーダー：6/4⇒工藤、6/11⇒慶長

・7/16（月）海の日は祝日プログラムを行うこととする。6/5（火）のカンファレンスで報告できるよう、各フロアで話し合い、内容を決定しておくこと。デイケアではBBQの希望がある。デイナイトケアではこれから利用者様に希望を聞いて決定する。

・お盆（8/13～8/15）のプログラムについて

　デイケア：8/13（月）・14（火）は祝日プログラム、8/15（水）は通常プログラム。
デイナイトケア：1日は祝日プログラムとするが、いつにするかは後日決定。
⇒6/12（火）のカンファレンスで内容等を報告。

・電算化委員会より

　⇒今後、パスワードを3ヶ月ごとに変更していく予定となっている。各自で変更してい

くこと。変更しない人には委員会がパスワードを決定し、通知される。

・WIZのスケジュール登録を行うこと。公休以外に、遅番や委員会の予定も登録すること。電算化委員会の他、小嶋SGMも確認していく。

・デイケア大規模調査を慶長SGMと三國さんに依頼済み。今週中に小嶋SGMに提出すること。　　対象者：小林司様、佐波内裕亮様

・賞与評価を行うため、行動観察メモの書式を各自に送付するので、H29.11/16～H30.5/15

について記載し、6/7（木）までに小嶋SGMに提出すること。

・7/16～8/15の勤務表を作成するため、年休申請予定者は早めに申請すること。6/18か6/19に提出予定としている。7/26（木）・7/27（金）は既に申請者がいるため、要相談。

・注意事項⇒適時調査が7月頃にあると思われるので、日誌等での主治医と担当医の使い

分けをきちんとすること、通所リハビリテーションの診療報酬について各自把握したり、業務の不確かな点について確認するなどしておくこと。

[研修案内]

・八戸精神科医会　6/9（土）18：00～19：30　会場：八戸パークホテル「マグノリア」

　案内文書は掲示板に掲示　申込締切：5/29（火）

・臨床精神医学研究会　7/1（日）9：30～16：00　会場：コラッセふくしま（福島市）　

テーマ：認知リハビリテーションの理論と実践　　　　定員：40名（先着順）

参加費：3500円　申込締切：6/24（木）必着　希望者は慶長JGMへ

・子ども発達支援センター・子ども学習トレーニングセンター開設記念講演会

「なるほど！子育て論」　6/3（日）13：00～15：00　会場：ビッグパレットふくしま

定員：先着80名（事前申し込み不要）　　入場料：無料

・第9回東北精神保健福祉学会山形大会　9/30（日）9：20～16：30　会場：山形テルサ

「気づき、そして、つなぐ～多様化する医療・保健・福祉～」

[提出書類]

・5月経過録：6/8（金）までに作成し、電子カルテにアップロードしておくこと。

・5月月報：6/4（月）まで⇒ナイトケアは作成終了の報告あり。

・疾患別診療計画書（7/1～）：電子カルテ用の書式を作成中で、6/8（金）までに完成予定。書式が完成し次第、6月中に作成すること。

＜青明舎利用者様情報＞
・我満　奈津紀様～5/29（火）電話があり、「退院後すごく眠い」と話しているため、日中眠らず、家事をしたり散歩をするように、また、6/2（土）の診察で主治医に相談するよう助言している。5/30（水）訪問看護[五福]看護師より情報提供があり、昨日訪問時に残薬を確認するが残薬にばらつきがあり、次回受診日までの薬が不足しているため、受診日を早めるよう助言するも、拒否的であったとのこと。娘様と口論になり、娘様が家を飛び出し、17：30青明舎に来所することがあった。

⇒5/30（水）訪問看護[五福]看護師より情報提供があり、昨日訪問時に服薬ボードの残薬を確認すると、朝食後は残なし・昼食後1日分・夕食後3日分・就床前1日分であった。主治医との面談日まで薬が足りない為、本人へ確認するが明確な返答はなく、漢方薬はバッグに無造作に入っている状況であった。主治医との面談を早めるよう助言したが、拒否的であり本日デイケアで相談すると話したとのこと。デイケアでは表情冴えず「とにかく眠い」と言い常に荷物を持ち、ほとんどテーブルに伏している。薬の件を話してこないため確認し、主治医との面談を早めるよう助言したが「予定通りで良いです」とのこと。、薬が足りない理由については「わからない」と、詳細を話すことはない。娘様の言動を干渉と捉え、ストレスを感じているようで、心配してのことではないかと伝え、お互いによく話し合い、適切な距離を保つことを勧めている。

・福井　彩　　様～5/29（火）来所。両腕に力が入らなくなったため、これから八戸赤十字病院神経内科を受診するとのこと。受診後に来所し、病気の再発かもしれないので血液検査をし、6/5（火）に検査結果を聞きに行くと話している。夫の家族と上手くいっていないとのことで、子供を連れて夫の実家に行って義父が子供を抱っこしたら大泣きして息が出来なくなり、死ぬんじゃないかと思って義父から子供を取り返したところ、義父が気分を悪くしたようで、謝りたいと夫を通じて話したが、会ってもらえず、夫が子供を連れて行っている状態だと話している。

・鈴木　知子　様～5月末から6月にかけて何度か電話があり、青明舎で入浴すると言ってみたり、デイケアで入浴すると言ってみたりと言うことがコロコロ変わっている。介護保険料を支払っているか気になり市役所で確認したところ、国保から支払われていると説明があったとのこと。自立支援医療の更新手続きについて市役所に行って聞いてくると話していたが、市役所に行ったら手続きは済んだと話している。

・繁名　和恵　様～5/31（木）突然来所し、「イシバシエミコさん来てる？前に、デイケアでバスタオルを借りたので、ジュースを買って返したい」と話している。イシバシエミコ様を知っているスタッフが居なかったため、現在は利用していないことを伝えている。「今朝幻聴があり、そのことを世話人にがっつり話した。謝りたい」とも話している。

・高柳　和子　様～5/28（月）夜電話があり、まだ足をつくと痛いと話している。5/30（水）定期訪問実施。足の痛みは良くなってきており、今は左膝が痛いと話し、膝をさすっている。グルコサミンが減っているんだと思う。胃腸は良くなったと話している。6/1（金）オンコールにて、デイケア利用した時に、レクダンスで手だけ動かしたが具合が悪くなったとのこと。イライラしている様子があったが、話しているうちに良くなったと話し電話を終了している。同日昼12時に来所し、これからサンデーに行ってくると声高に話しており、テンションが高めな様子ある。

　　　　　　　　　⇒膝痛については足の捻挫で運動不足になったり、過体重から膝に負荷がかかり、痛みが生じているものと思われる。体重は半年位前に70kgだったが、現在は68kg前後となっている。食事内容について確認し、膝痛軽減のため減量を促していく。

・藤村　翔　　様～6/1（金）小遣帳の確認のため来所している。嗜好品の購入が1回あり、小腹が空いたからとクッキー大袋を1袋購入し、一度に全部食べてしまうことがあった。一度に食べてしまわず、毎日2、3個ずつ食べてみるよう助言するが、話の内容が理解できない。幻聴について話しており、栄養の摂り方について主治医の声でバナナを食べるようにという内容であったり、母様の声で味噌汁は飲むなと聴こえてきたり、統合失調症はあと5年で治ると聴こえているとのこと。本人の幻聴についてはお金に絡んだ内容が多くなっている。

・中居　美津子様～6/3（日）定期訪問実施。訪問時間より少し早めに訪問しているが、自宅アパート前の通路が土留め工事で歩きにくいと話している。室内に入ると使用済みの猫用のトイレシーツが放置されているため、片付けるよう話している。体調については喉が痛くなり、5/29（火）に耳鼻科受診したとのこと。処方薬を服用したところ、顔が痒くなり、服薬するのをやめたと話しているため、勝手に自己調整せず医師に相談するよう伝えている。お金の支払いについては、6/4（月）に今月分の家賃を大家さんに直接支払い、今月の年金が入ったらガス代、青南病院は後1、2回支払いが残っているとのこと。

　　　　　　　　　⇒5月からデイナイトケアを利用しているがなじんでいる様子で、誰かと話しているか、居眠りしていることが多い。昼食は弁当を持参している。夕食時、下妻様と同じテーブルに座って一方的に話し、下妻様や村上様から強い口調で言われることは続いているが、ナイトケアの八木橋様に対するストーカー被害についての訴えは聞かれず、下妻様との接触も減り、物のやり取りは見られていない。

・浅坂　政美　様～6/3（日）11時、初めての訪問となっている。6/1（金）に退院した。今、体調は良いとのこと。薬の確認は姉様訪問時に行うとのこと。訪問看護、青明舎、青陽館等の連絡先の一覧表を電話の近くに準備している。買い物は1週間に1万円以内としているとのことだが、レシートを捨てており、今後小遣帳チェックを行っていくため、レシートは捨てずに取っておくようにと話している。

　　　　　　　　　⇒本日よりデイケア利用再開となっている。表情は入院中よりも良く、明るさがみられており、知っている利用者様と楽しそうに交流している。依然として歩行状態は不安定で、転倒の恐れはかなり高いため、転倒などの事故のないよう、来所時の見守りを徹底していく。

＜グループホーム利用者様情報＞

・淡路　智恵子様～5/30（水）生活保護担当者北田氏がグループホームを訪問している。

・冨田　紀子　様～5/30（水）生活保護担当者北田氏がグループホームを訪問している。

・繁名　和恵　様～5/30（水）生活保護担当者北田氏がグループホームを訪問している。本日シーツ交換と鹿受診のためデイケアを欠席している。

・船場　幸子　様～世話人訪問時、8月末に精神保健福祉手帳の更新があると何度も話しており、都度、手続きの仕方について説明している。

・古舘　ヨリ　様～6/1（土）訪問時、服薬ボードのセットの確認を希望している。その後、「私に何かあったら姉に連絡して下さい」と話すことがある。グループホームでの様子を見ていても楽しくなさそうな様子がある。食事内容について確認すると、ご飯、味噌汁とおかずが1品、鮭とか肉で、野菜を摂っていないため、カット野菜を活用するよう助言し、一時は食べていたが、最近は食べていない様子。部屋には簡単に食べられないような野菜が転がっているため、カット野菜の摂取を促していく。血糖測定は先週の訪問看護の時に160台だったようだが、最近は自分で記録していない。

　　　　　　　　　⇒デイケアでも表情が険しいような、硬いような感じがある。表情から本人の状態を推測することが難しく、突発的な行動をとることも考えられるため、言動を観察し小さな変化を見落とさないようにしていく。

・豊川　明男　様～デイケアでは上手く話が出来ないと話していることあり。

・中村　与一郎様～デイケアで仲の良かった利用者様が亡くなったことを知り、少し落ち込んでいる様子が見られていたが、翌日からはいつもと変わりない様子で落ち着いて過ごしている。6/1（金）の診察でも医師に話したとのこと。

・関　秀治　　様～新しいグループホームへの入居も含めて、今後の生活について話をしている。新しいグループホームは家賃が2万円ほど高くなり金銭的にかなり厳しいと思われることを説明するが行きたいとのこと。もし行ってみてダメだったら『あおめ』に戻るとも話している。本人は環境変化に影響を受けやすいため、本人、家族、特定相談、世話人で6/7（木）午前中に話し合う予定としている。 

・番沢　政勝　様～6/6（水）世話人同行し、歯科受診予定となっている。

・若松　邦生　様～グループホームの入居者の生活音が気になると話しており、ほんの少しの音にも反応している状態。6/1（金）に「うるせー」と大声を出している。実家に戻って落ち着いたことがあったため、6/1～6/3外泊している。

・村上　元道　様～同じグループホーム入居者から自転車を譲らたと話しているが、状況を確認すると話の勢いであげると言ってしまったとのことで、世話人介入し持ち主へ返却している。就労先のレッドコンパスでソファーの話が出ていたようで、職員にうみねこ幸房のソファーを持っていけばと話しており、必要であれば職員が話をすることを伝えている。また、秋田に居る妹様のことでも、12、13万円お金を貸して返してもらっていないが、離婚するかもしれない、帰ってきたら面倒を見なければいけないと話しており、1人で抱え込まないように助言している。他にも、母様や弟様のことを心配したり、病院看護師への思いを綴ったノートを医師に見せて相談すると話しており、上手く休めていないようで、横になっても、色々なことが気になり、頭が休めずにいる状態。

　　　　　　　　　⇒ナイトケアでは、グループホームや家族のことは話してこないが、仕事の話をしており、イライラすると話している。他者への話しかけも声高に強い口調となっている。恋愛、家族問題、仕事、引っ越しと考えることが多く、ゆっくり休めず、余裕がなくなっているのではないか。面談などで本人の思いを傾聴していく。

・藤村　翔　　様～母様が本人の食べているものについてよく確認せずに一方的に注意することで、本人が混乱してしまうことがある。6月初めに母様が財団本部に来所し、食べ物についての不安を話していくことがある。

・田名部　浩平様～6/12（火）就労継続支援施設「ココロード」見学予定となっている。

・大下　伸治　様～6/3（日）に、金銭的な不安があり、グループホーム無理かもしれないと話してくることあり。耳の聞こえが悪いと話しており、耳鼻科受診希望している。

　　　　　　　　　⇒デイケアでは、ここ3週間～1ヶ月間、不調の訴えが週2～3回聞かれており、詳しく尋ねると「何となく、頭塩梅悪い」と話している。夕食後間食していないか尋ねると、夜中に間食（パン・柿の種）ていることもあり「それかなぁ」と話している。糖尿病もある為、適切な食事量・食事時間を守ることが必要であると伝えている。

＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～来所時に、スタッフと薬の空包を確認、今朝までの空包が全て揃っている。電話会社の契約解除の手続きに関しては、先週末、契約元から梱包箱が届き「無事に送ったよ。」と話しているが、詳細は答えられず。プログラムには居眠りせず、表情良く参加し落ち着いて過ごしている。引き続き精神症状の変化等観察していく。

・浅坂　政美　様～本日よりデイケア利用再開している。プログラムに積極的に参加しており、余暇時間はスタッフや他利用者様とにこやかな表情で楽しそうに話をして過ごしている。エアロビクスには、時間前に準備を終え参加している。デイケア再開にあたり、目標について尋ねると「前と同じで」と話しており、通所しながら精神症状を安定させることを目標にしたいとのこと。今後、些細なことでも気になること等があった際には、相談して欲しいことを伝えると「わかりました」と笑顔で答えている。

・松川　順子　様～本日よりデイケアの体験利用を実施。来所時に体調を尋ねると「大分よくなりました」と答えており、余暇時間は顔見知りの利用者と話し過ごしている。本日の実施プログラムをスタッフに確認し、自身で出るプログラムを決め参加している。自身のロッカーの場所等わからないことは都度スタッフに確認している。

・寺地　啓喜　様～担当スタッフに報告があるとのことで、面談を実施。今後の就労に関して、6/7（木）より就労継続支援Ａ型事業所「東奥朝日ソリューション」の体験利用を開始し、6/21（木）までの間に5回体験利用を検討していると話している。体験利用の具体的な日程は決めておらず、初回の体験利用を行ってから次回の体験日を考える予定とのこと。仕事に関しての不安や問題については特になく、「久しぶりなので頑張ります」と話す為、無理のない日程で体験利用を行い、仕事のしづらさや困ったことがある際にはすぐ相談するよう促している。上記は特定相談員にも報告しており、現在サービス受給者証を作ってもらっている状態とのこと。今後決まったことがある際には教えて欲しいことを伝え面談を終えている。
・我満　奈津紀様～昼食時、おかずのみ持参しており主食について「こっちで頼めると思って。」と話す。ご飯のみの注文は受けていない事を伝えると「そうだっけ。」と返答する。他利用者と交流持つが、自分から話す事はなく聞いている事が多い。引き続き服薬状況・精神症状の観察をしていく。

デイナイトケア
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、便の状態で定期薬のセンナリドの服用錠数を調整しており、先週の土曜日は処方通りの2錠服用し、日曜日は「硬くなるのも軟くなるのも嫌だから」と、1錠服用しているとのこと。また、昨日は22時から23時の間、洗面所と自室の往復があり、私物の片付けや拭き掃除をしており、指導を要し23：30に消灯したとのこと。通所してからは、排便の訴えはないが、昨晩眠れなかったから具合が悪いと訴えがある。「眠れなくて2時半頃に寝て、目が覚めたら3時半だったから眠ってないんだよ」と話している。静養室で休みたいと希望し利用するが、「横になっても休めない」と15分程で退室。他スタッフが通ると、自分から声を掛けて上記同様の不調を訴えている。その後も静養室を利用するが直ぐに出て来ており、昼食後に30分程静養室で休養してからはロッカー室に居るが、不調を訴えることなく過ごしている。

・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、6/2(土)息子様が面会に来られたとのこと。来所後に面会の様子を尋ねると「少し話した。お茶飲んだ」と笑顔で話している。本日で排便が3日ないとのことで、排便の確認をするが、「でねえ」と答える。特に不調の訴えはなく、昼食はほぼ全量摂取している。

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、6/1（金）来所時、青陽館へ向かわず青山荘方面へ歩いて行き、声掛けするも拒否が強く、制止しても強引に歩いて行くことあったが、休日は外や玄関方向を見ていることはあるものの、無断で外出する等の行動化は見られていないとのこと。本日も来所時に青陽館玄関へ向かわないことあったが、通所の拒否はなく通所スタッフが介入し一緒に玄関に入っている。また、土曜日に押し入れに使用済みの尿取りパットをしまい込んでいる為指導しているとのこと。その際、尿取りパットに少量の出血が付着。痛みは木曜日頃からあり、翌日は出血はなく、本人が痛みを訴える場所を確認するが、特に異常はないとのこと。デイナイトケア来所後は勝手に入り口付近へ行こうとすることなくプログラムに参加しており、不調を訴えることなく過ごしている。

ナイトケア
・下妻　康貴　様～6/1（金）、本日利用していないメンバー（村上元道様）について、「自分と話すときは口調に荒さがなく、普通に話してるんだよ。ナイトケアに来た時はどうして乱暴な口調になるんだろうね」と話している。また、本日の仕事内容について花の苗を30本植え替え作業をした大変さを穏やかに話しているが、腰痛は出現しなかったとのこと。ナイトケア利用中は、静かに野球観戦している。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（中居　美津子様）

実施日：H30年6月4日（月）13：30～14：00

検討内容　目標と計画の再検討

	氏名
	中居　美津子　様
	性別
	女
	年齢
	69
	生年月日
	S23年10月18日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得、運動の習慣化、対人関係の改善、作業能力・持続性の向上

	本人希望
	現状を維持していきたい。

	入院歴
	計5回（当院3回）最終：H9年11月18日～H12年10月31日

	通所歴
	1回目　H15年　1月　14日～現在　　（週　5　回/　月～金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：野崎アパート（H19年～）
　　　（東高校近く）
5人姉弟の4女
長姉：東京, 

姉：十和田
弟：三戸（実家）
	家族構成：












	利用制度
	精神障害者福祉手帳2級
	障害者基礎年金2級
	自立支援医療、

	備考：幻聴・妄想等が出現し、S49.3.29都立松沢病院入院(～S49.4.20)。退院後、同院にて通院服薬を継続していた。S52年9月頃帰省するが、服薬中断して上記症状再燃し、S53.8.30当院受診し入院（～H元.11.19）。退院後はアパートでの単身生活となり、外来通院を継続。H9年頃から部屋の乱雑さが目立つようになっていた。同年10月頃より、幻覚妄想等の症状が再燃し、H9.11.18当院入院（～H12.10.31）。退院後、生活訓練施設入所を経て、アパートでの単身生活となる。以後､外来通院(1回/週)､精神科ナイトケアへの通所(5回/週)､就労継続支援事業「うみねこ幸房」､地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣の利用を継続している。就労支援事業所「うみねこ幸房」が4月で閉鎖となり、5月よりデイナイトケアの利用を開始している。


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現状維持したまま生活をする。
	①他者と適度に交流を持ち、相手に迷惑をかけない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①-1好意を持つ特定メンバーの様子を窺いながら、一方的な交流にならないようにする。

①-２被害的意識を持つメンバーに対する関係が、悪化しないようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①-1好意を持つ特定男性メンバーに対して､一方的な対応にならないよう気をつける。職員は様子を観察し、一方的な対応になっている際は自覚ができるよう支援･介入を行う。

①-2敵意を持つ特定メンバーに対して､被害的な感情がある際は､職員へ相談する。職員は､被害的な訴えが認められた場合は傾聴し、事実確認や相手の気持ちを考慮した介入を行う。必要に応じて言動の振り返り、相手のメンバーへのフォローを行なう。

	
	②無駄遣いをせず、生活費内でやりくりをする。
	②食事以外の間食（他者への振舞いを含む）を控える。


	②　金銭使用状況を青明舎職員と情報共有しながら確認する。職員は､金銭使用状況を本人とともに確認し、アドバイスを行う。

	
	③整理整頓ができる。
	③自室の片付けができる。
	③　自室の片付け方が分からない時は職員に相談できる。職員は原因を本人と共に確認し、アドバイスを行う。


＜現状＞

・5月7日よりデイナイトケアに変更。変更に伴う不安や問題は特にないとのこと。プログラム中は居眠りをしていることが多く、空き時間は他利用者に声をかけ過ごしている。

・以前見られていた一方的な他者交流については、デイナイトケアでは見られていない。好意を持っているナイトケア利用者を見かければ、以前のように一方的に声をかけている。

・デイナイトケアに変更してから、昼食を自分で作ってきており、バランスを考え様々なメニューを作っている様子。

・金銭管理については、滞納分の支払いは継続している。過去には整形外科の費用も滞納していたが、最近は受診しているとの話はなく、詳細は不明。

・自室の整理整頓については、現在も出来ておらず、青明舎スタッフが訪問した際には介入しているとのこと。

※今回、具体的な検討に至らなかった為、現状を確認し目標計画を際立案した後に検討を行うこととする。

